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要 旨 ： 全国各地の 溶融炉 か ら採 取 した ，13 種類の 溶融炉 ス ラ グ の 化学 的 ・鉱 物学的性質 とア

ル カ リシ リカ反応性 に つ い て検討 した。その 結果 ，急 冷ス ラ グには 多量の ガラ ス 相が含まれ

て い る が，ガ ラ ス 相は シ リカ 分に 対 し て カ ル シ ウ ム 分，ア ル ミナ 分が 多い 安定 な化学組 成に

な っ て お り，骨材の ア ル カ リシ リカ反応が発 生 しに くい こ とが 判明 し た 。

一
方 ， 空 冷また は

徐冷 ス ラグで は，不 安定な結晶相 と し て 遊離石灰 や硫化鉄が含まれ る もの が あ り，コ ン ク リ

ー
トの ポ ッ プア ウ トや膨張劣化の 発 生が懸 念 され た 。

キ
ー

ワ
ー ド ： 溶融炉 ス ラグ，骨材 ，ア ル カ リシ リカ反 応性，鉱物組成 ， 促進 養生 試験

　1．　 は じめに

　近年，都市 ごみや 下水汚泥を高温 で 溶融処理

する技術が普 及 して い る。当初，溶融処理 は都

市ごみや 下水 汚泥 の 減量化及び有害物 質 （ダイ

オ キ シ ン ，重金属な ど） の 無害化 が 目的で あ っ

たが ， 資源循環の観点 よ り， 溶融炉 ス ラ グ （以 下

ス ラ グと称す る）を コ ン ク リ
ー

ト用 骨材 と し て

再利用す る取 り組み が期待 されて い る
1）　 ・2）。し

か し ，
ス ラ グは ，原材料 とな る都市 ごみ や下水

汚泥 が 地域に よ っ て大 き く異な る と とも に ，溶

融炉の 形式 に も多種 多様 なも の があ り，全 国各

地の 溶融炉 か ら産 出する ス ラグは物理 ・化学的

性 質が 大 き く相 違して い る の が 実状 で ある 。 通

常，ス ラグは ， 水で急冷 され，水砕 ス ラ グ砂 と

して 供 給 され て い るが，ス ラ グ骨材は急冷時 に

生成す るガラ ス 相の 量 とそ の 化学組成 に よ っ て

は アル カ リシ リカ反応性 を有す るこ とが懸念さ

れる
3 ）

。 こ の ため ， 溶融炉 ス ラ グ の TR 原案で は，

溶融炉 ス ラグ の ア ル カ リシ リカ 反応性 は 不 明 な

点 が多 い として，セ メ ン トに よ る抑制 対策 を取

る こ とを原則 と し て い る
4 ）。また ，ス ラ グに は ，

金属や重金 属が ガ ラ ス 相や 結晶相に 固溶 され て

お り，それ ら の ス ラグ中 で の 含有形態や溶出挙

動を把握す る こ とも必要 で あ る 。従来，ス ラ グ

の 骨材 と して の 適用性 は コ ン ク リー トの 強度や

耐 久 性 の確保か ら検討 し て お り，ス ラ グ骨材 の

化 学成 分及 び鉱物組成 とコ ン ク リ
ー

トの 長期安

定性 との 関係を詳細に 調 べ た もの は ほ とん どな

い。

　本研 究は ，全国各地の 溶融炉 か ら採 取 した ス

ラ グ （13 種類）の 化学成分及び鉱 物組成 の 特徴

を比 較す る と ともに，ス ラ グ骨材 の ア ル カ リシ

リカ反応 性 を化 学法及 び モ ル タル バ ー
法 に よ り

調 べ
，

ス ラ グ骨材 の ガ ラス 相 の 量 とそ の 化学組

成 がア ル カ リ シ リカ反応性 に及 ぼす影響 につ い

て 実験 的に 検討 し た も の で あ る。

　 2．　 実験概要

　2．1　溶融炉ス ラ グの 種類

　全国各地の 溶融炉 か ら集めた ス ラグは ，原材

料 （都市 ゴ ミ，下水汚泥），溶融炉 の 形式 （ガ ス

化 溶融方式，コ ーク ス ベ ッ ド方式，プ ラズ マ 方

式 など）及び 冷却方法 〔水 冷，空冷及び徐冷）

がそれ ぞ れ 異な るも の であ る。ス ラグ （略号 A

〜M）は，水冷滓 9 種 ， 空冷滓 3 種及 び徐冷滓 1

種 の 合 計 13 種類で あ り，ス ラグ の 化学成 分及 び
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表 一1　溶融炉ス ラグの 物理 的性質

ス ラグ 溶融方 式
冷却

方式
原 材料

密度

（9／cm3）
吸水率

　（％）

単位容積

　質量

（kg／1）

実積率

　（％）

圧縮強度比
寧

28 日材齢 91 日材齢

A 熱分解ガス 化 水 冷 都市 ゴ ミ 2、890 ．49 1．6757 ．70 ．79 0．73

B 表面 溶融 水 冷 下 水汚 泥 2．560 ．31 1．3151 ．20 ．90 0．88

C プラズマ 水 冷 都市 ゴ ミ 2．820 ．16 1．5856 ．00 ．62 G，63

D コ
ー

ク ス ベ ッ ト 空冷 下 水汚泥 2630 ．93 1．5157 ．8 一 一

E キル ン 式 ガス 化 水冷 都市 ゴ ミ 2，770 ．35 1．8363 ．40 ．75 0．85

F コ
ー

ク ス ベ ッ ト 水冷 下 水汚泥 2．970 ，38 1．5962 ．00 ．84 0．84

G コ
ー

ク ス ベ ッ ト 徐冷 都市ゴ ミ 2．85072 1．6256 ．4 『 一

H ア
ー

ク 水冷 都市ゴ ミ 2．68016 1．6962 ．80 ．72 0．67

1 表面溶融 水冷 都市 ゴ ミ 2．710 ．82 1．4954 ．90 ．50 0．46

」 電気抵抗 空冷 都市 ゴ ミ 2．680 ，02 1．6862 ，7 一 一

K コ ークス ベ ッ ト 空冷 下水汚泥 2．460 ．22 1．4860 ．1 一 　

L 旋回 水冷 下水汚泥 2．431 ．55 1．2752 ．0071 0．69

M コ
ー

ク ス ベ ッ ト 水冷 下水汚泥 2．920 ．04 1．5553 ．10 ．88 0，89
＊JlS　 A5201，標準 砂 モ ル タル に 対す るス ラ グ骨材 モ ル タ ル の 庄 縮強度比

鉱物組成 との 比 較に 用い るた め に ，高炉水砕 ス

ラ グ砂 （S 製鉄産，密度 ：2．73，吸水率 ：0．8％），

グ リー ン ガ ラ ス （ガ ラ ス 瓶 の 破砕 物 ， 密 度 ：

2．47）及び パ イ レ ッ ク ス ガ ラ ス （ガ ラ ス 製品 の

破砕物，密度 ： 2，20）を準備 し た 。

2．　2　試験方法

　試験項 目は，物理 的性 質 ， 化学 的 ・鉱 物 学的

性 質及び骨材 の ア ル カ リシ リカ反応性 に区別 さ

れ る 。
ス ラ グ 骨材 の 物 理的性質は ，粒 子 の 形 状

及び組織，ふ る い 分け，密度，吸水率，単位容

積質量，安定性，有機不純物量，塩 化物イ オ ン

量などで ある e また，セ メ ン トの 強 さ試験 （JIS

R5201）に従 っ て ，ス ラグ の 置換率 が 100％の モ

ル タル 試験体 を作製 して ，所定 の 材齡 （7 日，

14 日，28 日及び 91 日 ） に て モ ル タ ル 試 験体 の

圧縮強度及び 曲げ強度を測 定 した。ス ラ グ骨材

の 化学的 ・鉱物学的性質 は，化学成分，鉱物 組

成，ガ ラ ス 量，金属 ・重金属の 含有形 態 な どで

あ る。ス ラ グ の 粉末 試料 を用 い て，湿 式化学成

分分析及び蛍光 X 線回折分析 に よ り化学成分を

測定す る とともに，粉末 X 線回折分析 （XRD，　Cu−K

α ，Ni一フ ィ ル ター）及び 示査走査熱量分析 （Dsc，

常温 〜1000 ℃）によ り結晶相 の 鉱物及びガ ラス

相 を同定 し た．同時に，ス ラグ の鏡 面研摩試料

写真
一1　ス ラ グ粒子の SEM 像 （ス ラグ B）

（粒 子径 ：1〜2  ）の 走査 型 電 子顕微鏡 とエ ネル

ギ
ー

分散型 X 線回折 との 組み 合わせ に よ る分析

（SEM−EDX）を 二 次電 子画 像及 び反射電 子 画像 に

て実施 し，ス ラ グの ガラ ス 相の 化学組成及び金

属や重金 属の 含有形態 を調 べ た 。

一方 ，
ス ラグ

骨材 の ア ル カ リシ リカ反応 性 は ， 化 学法 （JIS

AI145）及 び モ ル タ ル バ ー
法 （JIS　A114 θ に よ り

調べ る とと もに ， さ らに厳 しい 試験法で あ る，

促進 モ ル タ ル バ ー
法 （ASTM　C1260，温 度 80℃ の

lN・NaOH 溶液 へ 浸漬）及びデ ン マ
ー

ク法 （50℃

の 飽和 NaC1 溶液 へ の 浸潰）に よ る判 定 も実施 し

た。

一 624

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

表
一2　溶融炉ス ラグの化学成分 （Wt％）

Sio2Al203 　　CaO　　　Fe203　　MgOTio2P205 　 SO3　 瞠a20 　 K20　塩基度

A42 ．816 ．820 ．410 ．72 ．642 ．440 ．46 一 1．800 ．320 ．93
B27 ．218 ．412 ．120 ．42 ．421 ．1515 ．9 一 0．611 ．311 ．21
C42 ．116 ．920 ．711 ．02 ．632 ．280 ．88 　 1．860 ．400 ．95

D34 ．017 ．939 ．23 ．112 ．790 ．800 ．75 一 0．470 ．801 ．76

E44 ，112 ，628 ．80 ，863 ．791 ．442 ．54 一 3．372 ．271 ．02

F40 ，55 ，335 ．611 ．53 ．541 ．490 ．01 一 0．800 ．291 ．10

G36 ，513 ．940 ．15 ．260 ．001 ．980 ．000 ．810 ．000 ．091 ．48
H49 ，413 ．320 ．63 ．722 ．671 ．230 ．630 ．913 ．411 ．460 ．74
140 ，117 ．021 ．47 ．153 ．011 ．852 ．390 ．413 ．151 ．531 ．03
J51 ．116 ．917 ．60 ．892 ．631 ．680 ．610 ．485 ．721 ．850 ．73

K30 ．520 ．535 ．31 ．563 ．130 ．926 ．270 ．89 一 0．521 ．93

L47 ．417 ．010 ．110 、12 ．861 ．347 ．25 一 1．471 ．430 ．63

M25 ．416 ．741 ．63 ，642 ．010 ．907 ．261 ．57 一 0．602 ．38
＊塩基度 ： （CaO＋AI203＋ MgO）／SiO2

●　　● α
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　 3．　 実験結果及び考察

　3．1　溶融炉ス ラグの 粒子形状 と物理的 性質

　 ス ラ グ粒子 の SEM 像を写真
一 1 に 示す 。 水 冷

ス ラグ砂 は，粒子形状が全 体に角張 っ てお り ，

粒子 内部 には急激な温度変化 に よ り発 生 し た亀

裂や 気泡 が 多数存在 し て い た 。 ま た
， 溶融時の

ス ラグの 粘性 との 関係で ，
ス ラ グ A

，
C の よ うに

ウ ィ ス カ ー
状 （針状）の 粒子 が多 く観察され る

もの もあっ た。それ に 対 し て，空冷また は徐冷

ス ラグ は表面及び 内部 の 組織 が緻密で あ り，急

冷 ス ラ グ と比 べ て粒子内部 の亀裂や気泡の 発生

は少なか っ た。

　 ス ラ グ の 物理 的性 質を表
一 1 に示 す 。

ス ラ グ

骨材は ，ス ラ グ K，L を除 くと，全 体に密度が大

き く，吸水 率が か な り小 さい の が 特徴で あ り，

物理 的性質は骨材 として の 規格値 を概ね満足 し

て い た 。 また ，急冷時に海水を用 い る特殊 な場

　 0　　　10　　20　　　30　　40　　　50　　　　　　　　　0　　　1e　　　20　　　3D　　　40　　　50

　　　　　　2θ
e

　　　　　　　　　　　 2θ
゜

　　　（ス ラ グ G，徐冷）　　　　　　　　　 （ス ラグ K，空冷）

図一 1　 溶融炉 ス ラグの X 線回折図

　　　　　　　　 合以外に は ， 水 溶性 の 塩 化物 イ オ ン は ス ラ グ粒

子 に ほ とん ど付着 して お らず ， また 高温 で溶融

処理 され て い る関係 で有機不純 物 も きわ め て 少

な か っ た 。 さらに
， 今回 の ス ラグ試 料に は ，目

視 に よ っ て 識別で きる よ うな，ア ル ミ ニ ウム の

金 属 片は ス ラ グ 1，K 以外 に は 認 め られ なか っ た。

ア ル ミ ニ ウム の 金 属片は コ ン ク リー ト中の 水酸

化カ ル シ ウム と反応 して 水素ガ ス を発生 し，コ

ン ク リー トの 膨 張 劣化の 原因 にな る こ とが 知 ら

れて い る
1）・2＞

。

一方，ス ラグを用 い た モ ル タル

は，角張 っ た粒 子形 状 の ため に，モ ル タル 作製

時 の フ ロ
ー値が低下す る と ともに ， 骨材 自身の

もつ 欠 陥 の た めに圧 縮強度が標 準砂 と比 べ て減

少す る傾 向にあ っ た。 しか し，ス ラ グの 中に は

材齢 とと もに圧 縮強度が 大 き く増加 する も の も

あっ た。 これは，高炉水砕 ス ラ グ砂 と同様 な潜

在水硬性 の 発揮に よる もの で あ り ， 材齡に とも
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写真
一2　溶 融炉 ス ラグの　　　　　写 真一3

　　　　反 射電子 像 （ス ラ グ F ）

　　　　（細か い粒子 1 ク ロ ム 含有相）

溶融炉ス ラ グの 反射電子像 （ス ラグ K）

（大 きな球形 粒子 ： CuCl2，　ZnC12，細か い 粒子 ： FeS）

な い ス ラ グ粒子 の 界面 が反応 に よ り緻密 に な り，

セ メ ン トペ ー
ス トとス ラグ粒 子 と の 付 着性状が

改善 され た こ とに よる もの で あ る と考え られ る。

　3．2　溶融 炉 ス ラグの 化学成分 と鉱物組成

　 ス ラ グの 化学成分 を表
一 2 に 示 す 。

ス ラ グ の

化学成分は ，原材料が都 市ごみ か下水 汚泥 で あ

る か 、ス ラグ の 製造 過程 で 石灰 を混入 して い る

か，な どの 条件 に よ り，ス ラ グ の 塩基 度や ア ル

カ リ含有量が 大 き く相違 した。全体 と して ， 都

市 ごみ 起源 の もの はア ル カ リ （Na20）及 び金属 ，

重金属 の 含有量が 多 く，下水汚泥起源の もの は

リン （P20s）及 び鉄 （Fe203） の 含有量 が 多 い の

が特徴で あっ た。また，ス ラ グの塩基度 は O．　63

〜2．　38 の 範囲に あ り，原材料 ， 溶融炉 の 形式及

び冷却方法 との 関係は認 め られ な か っ た 。

　 ス ラグの X 線回折図を図
一 1 に示 す 。 水冷ス

ラ グ は ，結晶相 と し て ご く少 量 の α
一

百 英が 存

在す るも の もあ るが ，大部分 （80 〜90％以上）が

非晶質なガ ラ ス 相 よ り構成 されて い た。
一

方，

空冷ま た は徐冷 ス ラグは，冷却過程 の 温 度履歴

との 関係で ，結晶相 （α
一

石 英，ゲー
レ ナ イ ト，

硫化鉄 （FeS）） とガ ラ ス 相 とが混在 して い た。と

くに ，
ス ラグ G，K （コ

ー
ク ス ベ ッ ド方式）の も

の には，遊離石灰 （f−CaO）や硫化鉄 （FeS）が未

燃焼分 と して 残存 し て お り，こ れ らの 鉱物の 骨

材 中で の 艮期 に わた る安定性が 問題 で あ る と考

えられた。また，鏡面研摩試料の SEM−EDX 分析

を写真一 2 及び 3 に示す 。
ス ラ グ粒子 中で銅や

亜 鉛 は 比 較 的 大 き な 塩 化 物 の 結 晶

（CuC12 ，　ZnC12） と して，鉄は細か い 硫化物 の 結
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図一2　化学法の 判定結果

晶 （FeS） また は 酸化物 （FeO ，
　Fe304）と して ， ク

ロ ム は細か い 結晶また は 固溶体 と して ， それ ぞ

れ がガ ラ ス 相 中に存在す る こ と が 判 明 し た 。

　3、3 溶融炉 ス ラ グの ア ル カ リ シ リカ 反応性

　溶融炉 ス ラ グ の 化 学法の 結果 を図一 2 に 示 す。

ス ラグ K 以外 の も の は ，ア ル カ リ濃度 の 減少 量

及び溶解 シ リカ 量 ともに 小 さく，化学法 （JISA

1145）で は 「無害」 と判定 され た。溶融炉 ス ラ

グ の モ ル タ ル バ ー法の 結果 を表
一3 に示す。促

進 モ ル タ ル バ ー
法 （ASTM　C1260）にお ける厳 し

い条件
‘’
ド （温度 80℃ の 1N ・NaOH 溶液 へ の 浸漬）

で も材齡 1 カ月 以内 に大 きな膨 張 を示 す もの は

な く，い ずれ の ス ラグ も 「無害」と判定 され た 。

同様 な結果は，モ ル タル バ ー
法 （JIS　AI146＞及 び

デ ン マ
ー

ク法 （温度 50℃ の 飽和 NaC1 溶液 に 浸

漬）で の長期 にわ た る促進養生 試験 で も確認 さ

れた。また，酢酸 ウラニ ル 蛍光法に よ り試験終

了後の モ ル タル 破 断面を観察 し た結果 で も ASR

ゲル の 呈色反 応が確認 されなか っ た こ とか ら，
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表一3　溶融炉ス ラ グの ア ル カ リシ リカ反応 性試験の 結果

化学法 （JIS　 AI145） ASTM　 G1260卓1 JIS　 A1146卓2 デン マ
ー

ク法
南3

ス ラグ
Sc（mmol ／1）Rc（mmol ／D　　判定 膨張量 （％） 判定 膨 張量 （％） 判定 膨張量 （％） 判 定

A 8 61 無害 0．007 無害 0，049 無害 0．022 無害

B 25 121 無害 0，015 無害 0．025 無害 0．029 無害

C 3 24 無害 0，004 無害 0．030 無害 0．026 無害

D 11 47 無害 0．012 無害 0．025 無害 0，024 無害

E 6 26 無害 0．006 無害 0．039 無害 0．030 無害

F 10 62 無害 0．014 無害 0．040 無害 0．035 無害

G 8 53 無害 0．004 無害 0、028 無害 0．034 無害

H 38 78 無害 0．010 無害 0．028 無害 0．042 無 害

1 59 130 無害 0．018 無害 0．036 無害 0．044 無害

J 28 62 無害 0，005 無害 0，027 無害 0．036 無害

K 60 41 無害でない
一〇．003 無害 0，026 無害 0．030 無害

L 85 120 無害 0．000 無害 0．028 無 害 0．028 無害

M 1 52 無 害 一〇．004 無害 一 一 一 　

＊1 浸漬 14日材齢，0，2％ 以 上 「有害 」 ，0．2〜O．1％ 「不明確 」 ，0．1％未満 「無害」

＊26 ヶ 月材齢，O．1％以 上 「無害で な い j ，O．1％未 満 「無 害 」

＊3 浸漬 3 ヶ 月材齢，O．4％ 以 上 「有害」，O．　4〜O．1％ 「不 明 確 」 ，O．1％未 満 「無害 」

写真一 4 　ポッ プア ウ ト部分の SEM像
　　　　　（ス ラグ K）

今 回試 験 した溶融炉 ス ラグに関 して は骨 材 の ア

ル カ リシ リカ反 応性 はほ と ん どない もの と評価

され た 。

一
方 ， 湿気槽養生（JIS　AI146）を実施 し

た ス ラ グ K の も の に は材齡 70 日 に て モ ル タ ル 試

験体に ポ ッ プ ア ウ トが発生 した。こ の 原因を調

べ る た め に ，ポ ッ プ ア ウ ト部分 の SEM−EDX 分析

を実施 した。ポ ッ プ ア ウ ト部分 （写真 一4 参照）

に は多数の 板状結晶が生成 して お り，こ の 結晶

は モ ノ サ ル フ ェ
ー

ト水和物 で ある と同 定され た。

粉末 X 線回折分析 よ りス ラグ K には硫化鉄が 多

く含まれ て い る こ とか ら，モ ル タル 表面部の 骨
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　　 図
一3　ガラス 相の化 学組成 （mol ％）

材 中 の 硫化鉄が酸化す る こ とに よ り生成 した硫

酸イ オ ン の 影響で モ ノ サ ル フ ェ
ー

ト水和 物 が 骨

材表面に 多数生成 し，モ ル タ ル の 表 面組 織 を押

し広 げ た もの と推 測 され る 。

　 ス ラ グの ガ ラ ス 相 （鏡 面研 磨試料 の 反射電子

画像） の 化学組成 （モ ル 百分率） を図一 3 に示

す。 ス ラ グ の ガ ラ ス 相の 化学組成 は，ア ル カ リ

シ リカ反応性 を示す，グ リ
ー

ン ガ ラ ス （シ リカ

分 70％，ア ル カ リ分 20％）や パ イ レ ッ ク ス ガ ラ

ス （シ リカ分 90％， ア ル カ リ分 10％） と比較 し

て ，シ リカ分が 45〜80％， カ ル シ ウ ム 分が 10〜
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45％ ，
ア ル カ リ分が 5〜 15％で あ る こ とが判 明

した ．シ リカ分に対 して カ ル シ ウム 分を多 く含

む ，化 学組成 を もつ ガ ラ ス は安定で あ り， こ の

た め水冷 ス ラ グの ガ ラ ス 相は ア ル カ リ シ リカ反

応が生 じ に くい もの と推察 され る
5）・6）。

一
方，

ス ラグの ガ ラ ス 相 には比 較的多量 の ア ル カ リが

固溶 され て お り， ガ ラ ス 相 の 反 応過程 で ア ル カ

リが 遊離 され る こ ともあ る の で ，
ス ラグを混合

使用す る際には 混合す る骨材の ア ル カ リ シ リカ

反応性 に も十分な注意 を払 う必 要が ある
7 ）。ま

た，ス ラ グ の 中でカ ル シ ウム 分やア ル ミナ分を

多 く含み ，高炉 水砕 ス ラ グ と化学組成が類似す

る もの は 高炉水砕 ス ラグと同様に潜在水硬性 を

発揮す る こ とが 予想 され る 。 以上 の 分析結果は

化学法や モ ル タル バ ー
法 の 判定結果 とも

一
致 し

て お り，ス ラ グ の ガ ラ ス 相 の 化学組 成分析 よ り

骨材 の ア ル カ リシ リカ反応性や潜在水硬性 の 有

無 を推定で きる こ とを示唆 して い る。

　 4．　 ま とめ

　全 国各 地 の 溶融炉か ら採取 した ，13種類 の ス

ラ グ の 物理 ・化学的 卜生質 とア ル カ リシ リカ反応

性 につ い て 実験 的に 検討 した。そ の 結果，水冷

ス ラグは 多量 の ガ ラ ス 相を含有す るが，ガ ラ ス

相 の 化 学組成が パ イ レ ッ ク ス ガラ ス ，グ リ
ー

ン

ガ ラ ス と異な り，シ リカ 分に対 し て カ ル シ ウ ム

分，ア ル ミナ 分 がか な り多い
， 安定な化学組 成

とな り，ア ル カ リ シ リカ反 応が発 生 し に く い こ

とが判明 し た。
一

方，空冷または徐冷 ス ラグで

は，結晶相 とガ ラ ス 相が 混在 し て お り，不 安定

な成分 と し て 遊離石灰や硫化鉄 を含有す る もの

もあ り，長期材齡で の コ ン ク リー トの ポ ッ プ ア

ウ トや膨 張劣化 に 対す る注意が 必 要 で あ っ た
。

　本 研 究 の 範囲内 で も，原材料の 種類や 製造時

の 温度履歴 に よ り，ス ラ グの 化学成分や鉱 物 組

成は大 き く変動す る こ とが確認 され て お り，ス

ラ グ骨材 の ア ル カ リシ リカ反応性及び長期安定

性は試 験に よ り確認す るの が肝要で ある。現在，

試験に使用 した 13 種類の ス ラグ の 金 属及び重

金 属の 溶出試験を他 の 機関に て 実施 し て お り，

水冷，空冷及び徐冷 ス ラ グ に お け る ス ラグ の 内

部組織及び金属，重金属 の 含有形態 との 関係 に

つ い て検討 中で ある。
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